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●
重
要
性
増
す
国
境
貿
易

　

一
九
八
八
年
以
来
、
軍
事
政
権
が
続

く
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
民
主
化
・
人
権
問

題
を
理
由
に
欧
米
諸
国
か
ら
経
済
制
裁

を
受
け
て
き
た
。
一
九
九
七
年
に
ア
メ

リ
カ
は
自
国
企
業
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
の
新
規
投
資
を
禁
止
し
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
輸
入

品
に
対
す
る
一
般
特
恵
関
税（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）

の
適
用
を
停
止
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に

は
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
輸

入
を
全
面
的
に
禁
止
し
、
か
つ
金
融
制

裁
を
科
し
た
こ
と
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の

貿
易
の
ド
ル
決
済
が
困
難
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
輸
出
全
体
の
二
二
・
四
％
を
占

め
る
最
大
仕
向
地
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ

市
場
を
失
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
二
〇
〇

七
年
九
月
の
僧
侶
デ
モ
に
対
す
る
国
軍

の
武
力
弾
圧
を
受
け
て
、
先
進
各
国
は

軍
政
幹
部
や
関
係
企
業
の
資
産
凍
結
、

ビ
ザ
発
給
停
止
、
木
材
や
宝
石
な
ど
特

定
産
品
の
輸
入
禁
止
な
ど
、
様
々
な
制

裁
措
置
を
発
動
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

輸
出
額
は
一
九
八
八
〜
二
〇
〇
八
年
に

か
け
て
四
四
・
七
倍
、
輸
入
額
は
二
八
・

〇
倍
の
増
加
を
示
し
た
。
二
〇
〇
〇
〜

〇
八
年
に
限
っ
て
も
、
輸
出
で
三
・
三

倍
、
輸
入
で
二
・
二
倍
と
順
調
に
拡
大

し
て
い
る
。
欧
米
諸
国
の
経
済
制
裁
下

に
あ
っ
て
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
外
貿
易

が
好
調
な
の
は
、
近
隣
諸
国
と
の
貿
易

関
係
が
強
化
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
中

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
の
近
隣
三
ヵ
国
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
外
貿
易
に
占
め
る
割

合
は
、
一
九
八
八
年
で
輸
出
に
お
い
て

四
・
三
％
、
輸
入
に
お
い
て
四
・
二
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
に

は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・
九
％
、
二
三
・
八
％

へ
と
上
昇
し
、二
〇
〇
八
年
に
は
七
三
・

九
％
、
五
六
・
四
％
を
占
め
る
に
至
っ

た
。
現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
近
隣
三
ヵ

国
と
の
関
係
さ
え
良
好
に
維
持
で
き
れ

ば
、
対
外
貿
易
の
過
半
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
近
隣
諸
国
と
の
貿
易
を
支

え
た
の
が
、
陸
路
を
通
じ
た
国
境
貿
易

で
あ
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
は
一
九

八
八
年
に
権
力
を
掌
握
す
る
と
す
ぐ
に

国
境
貿
易
を
合
法
化
し
、
近
隣
諸
国
と

の
国
境
貿
易
拠
点
を
、
中
国
と
五
ヵ
所

（
現
在
は
三
ヵ
所
）、
タ
イ
と
四
ヵ
所
、

イ
ン
ド
と
二
ヵ
所
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

と
二
ヵ
所
設
置
し
た
。
密
貿
易
や
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
引
の
多
い
国
境
貿
易

の
規
模
の
把
握
は
難
し
い
が
、
筆
者
は

か
つ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
総
額
の
約
五

割
（
タ
イ
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る

天
然
ガ
ス
輸
出
を
含
む
）、
輸
入
総
額

の
三
割
以
上
が
国
境
貿
易
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
と
推
計
し
た
こ
と
が
あ

る
。
な
か
で
も
、
中
国
と
の
国
境
貿
易

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
を
支
え
る
大
動
脈

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
複
雑
な
情

勢
の
国
境
地
域
を
抱
え
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
、
国
境
貿
易
の
将
来
に
不
安
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
中
緬
国

境
貿
易
の
実
態
を
紹
介
す
る
と
同
時

に
、
そ
の
持
続
的
成
長
の
た
め
の
課
題

を
検
討
す
る
。

●
中
緬
国
境
貿
易
の
規
模

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
貿
易
額
の
統
計

的
捕
捉
は
難
し
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
商
業

省
の
国
境
貿
易
局
の
統
計
に
基
づ
け

ば
、
二
〇
〇
七
年
度
（
四
〜
三
月
）
の

同
国
の
対
外
貿
易
に
占
め
る
国
境
貿
易

の
割
合
は
、
輸
出
で
一
一
・
七
％
、
輸

入
で
一
七
・
四
％
、
輸
出
入
合
計
で
一

三
・
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
定
義
す
る
「
国
境

貿
易
」は
銀
行
決
済
を
伴
わ
な
い
な
ど
、

商
業
省
が
定
め
る
正
規
の
貿
易
手
続
き

に
従
わ
な
い
、
い
わ
ば
非
正
規
貿
易
に

近
い
も
の
で
あ
る
。一
九
九
七
年
以
降
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
国
境
貿
易
の
通
常

貿
易
化
を
進
め
て
お
り
、
た
と
え
国
境

ゲ
ー
ト
を
陸
路
で
通
過
し
た
貨
物
で

あ
っ
て
も
、
国
境
貿
易
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
政
府
直
轄
で
な

い
国
境
ゲ
ー
ト
を
通
じ
た
貿
易
は
政
府

統
計
に
計
上
さ
れ
な
い
。こ
の
よ
う
に
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
統
計
で
は
国
境
貿
易

の
規
模
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
主
に
中
国
側

の
貿
易
統
計
に
依
拠
し
て
、
議
論
を
進

め
た
い
。

　

中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
二
一
八
五
キ

ロ
に
及
び
国
境
を
接
し
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
約
九
割
は
雲
南
省
と
の
国
境
で

あ
る
。
中
緬
国
境
貿
易
は
中
国
の
雲
南

省
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ャ
ン
州
、
カ
チ

ン
州
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。
中
国

の
通
関
統
計
で
は
、
税
関
別
に
輸
出
入

動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
中
国
雲
南
省
の
省
都
で
あ
る
昆
明

管
轄
の
税
関
を
通
関
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

向
け
（
か
ら
）
の
財
の
取
引
を
「
国
境
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ミャンマーと中国の国境貿易 ―「特区」と新ビルマ・ロード―

表1　中国の対ミャンマー国境貿易 （100万ドル）

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

国境貿易による輸出 293.5 261.2 358.3 446.3 500.6 540.6 656.0 800.4 915.4

（構成比） 59.1％ 52.5％ 49.4％ 49.1％ 53.3％ 57.8％ 54.3％ 47.3％ 46.3％

国境貿易による輸入 66.9 93.7 105.4 134.5 164.5 223.5 166.8 231.6 461.4

（構成比） 53.6％ 69.8％ 77.0％ 79.3％ 79.5％ 81.5％ 66.0％ 62.5％ 71.6％

（注1）国境貿易は「昆明を通関した輸出入」と定義。
（注2）構成比は中国の対ミャンマー貿易に占める国境貿易の割合。
（出所）中国税関（World Trade Atlas）データベースにて検索。

表2　雲南省国境ゲート別貿易額（2006年） （100万ドル）

ミャンマー側の統治主体 輸出 輸入
輸出入計 貨物輸送量

額 シェア（％）シェア（％）
瑞麗 ミャンマー政府 373.2 26.8 399.9 14.7 10.1
盈江（那邦） カチン独立軍 51.1 57.0 108.1 4.0 11.1
孟連 統一ワ州連合軍 23.1 61.5 84.7 3.1 5.6
打洛 東シャン州軍 29.7 7.7 37.5 1.4 2.6
章鳳 カチン独立軍 32.9 3.0 35.8 1.3 0.8
猴橋 カチン独立軍 10.1 21.2 31.3 1.1 11.5
畹町 ミャンマー政府 27.1 3.5 30.6 1.1 1.2
清水河 コーカン軍（MNDAA） 9.4 5.4 14.8 0.5 0.9
滄源 統一ワ州連合軍 3.3 9.1 12.5 0.5 1.5
南傘 コーカン軍（MNDAA） 8.2 2.3 10.5 0.4 2.9
片馬 カチン新民主軍 0.4 3.8 4.2 0.2 2.3
　ミャンマー計 568.6 201.3 769.9 28.2 50.4
河口 459.2 191.9 651.1 23.9 40.0
その他国境 44.0 21.2 65.1 2.4 2.6
　ベトナム計 503.2 213.0 716.2 26.3 42.5
　ラオス（磨憨） 117.9 45.3 163.2 6.0 5.0
昆明国際空港 682.9 301.2 984.1 36.1 0.3
景洪港 52.0 42.7 94.8 3.5 1.8
合　計 1924.6 803.6 2728.2 100.0 100.0
（出所）雲南省商務庁。

貿
易
」
と
定
義
し
て
お
き
た
い
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
向
け
（
か
ら
）
の
財
が
陸
封
地

形
の
雲
南
省
の
昆
明
税
関
を
通
過
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
大
方
が
両
国
の

国
境
を
陸
路
で
通
過
し
た
貨
物
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。な
ぜ
な
ら
、

昆
明
の
税
関
を
通
っ
た
貨
物
が
、
わ
ざ

わ
ざ
中
国
沿
海
部
や
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ

フ
ォ
ン
港
を
経
由
し
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン
港

へ
と
運
ば
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

昆
明
空
港
を
通
じ
た
空
路
で
の
財
の
取

引
は
あ
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
雲
南
省
の

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
貿
易
に
つ
い
て
は
、
取

引
さ
れ
る
品
目
か
ら
考
え
て
空
路
の
利

用
は
少
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
前
提
に
基
づ
き
、
中
国
雲

南
省
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
貿
易
を

計
算
し
た
結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
あ

る
。
国
境
貿
易
は
二
〇
〇
八
年
に
お
い

て
中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
総
額
の

四
六
・
三
％
、
輸
入
総
額
の
七
一
・
六
％

を
占
め
た
。
こ
の
割
合
は
二
〇
〇
五
年

以
降
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
依
然
と
し

て
両
国
の
貿
易
の
半
分
以
上
が
国
境
貿

易
に
担
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
り
、
そ

の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

●
雲
南
省
の
国
境
ゲ
ー
ト

　

中
国
雲
南
省
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
一

九
九
七
キ
ロ
に
及
ぶ
国
境
を
接
し
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
は
一
三

五
三
キ
ロ
、
ラ
オ
ス
と
の
国
境
は

七
一
〇
キ
ロ
で
あ
る
の
で
、
近
隣

三
ヵ
国
の
な
か
で
最
も
長
い
国
境

線
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
中
国
政
府
は
雲
南
省
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
の
間
に
、
自
国
お
よ
び

相
手
国
の
人
・
モ
ノ
に
加
え
て
第

三
国
の
人
・
モ
ノ
も
通
行
で
き
る

第
一
級
（
国
家
ク
ラ
ス
）
の
国
境

ゲ
ー
ト
四
ヵ
所
と
、
自
国
お
よ
び

相
手
国
の
人
・
モ
ノ
の
み
が
通
行

で
き
る
第
二
級
（
省
ク
ラ
ス
）
の

国
境
ゲ
ー
ト
一
二
ヵ
所
を
設
置
し

て
い
る
。
雲
南
省
の
主
要
な
国
境

ゲ
ー
ト
別
（
空
路
・
海
路
を
含
む
）

の
貿
易
額
を
み
て
み
る
と
、
近
隣

三
ヵ
国
と
の
陸
路
に
よ
る
国
境
貿

易
が
約
六
割
、
昆
明
国
際
空
港
に

よ
る
空
路
で
の
貿
易
が
三
六
％
、

瀾
滄
江
（
メ
コ
ン
河
）
の
景
洪
港

を
通
じ
た
貿
易
が
四
％
弱
と
い
う

割
合
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。
こ
の

数
字
か
ら
で
も
国
境
貿
易
の
大
き
な
役

割
が
分
か
る
が
、
こ
れ
を
貨
物
輸
送
量

（
ト
ン
）
で
み
て
み
る
と
、
じ
つ
に
九

八
％
の
貿
易
が
国
境
貿
易
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
お
り
、
内
陸
・
陸
封
地
形
の
雲

南
省
に
と
っ
て
の
、
陸
路
国
際
物
流
の

重
要
性
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
貿
易
は
雲
南
省

の
貿
易
総
額
の
約
三
割
、
輸
送
量
ベ
ー

ス
で
は
約
五
割
を
占
め
て
い
る
。

　

さ
て
、こ
こ
で
ひ
と
つ
疑
問
が
湧
く
。

中
緬
国
境
の
雲
南
省
側
の
国
境
に
は
、

一
六
ヵ
所
（
主
要
な
も
の
だ
け
で
一

一
ヵ
所
）
の
国
境
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
先
に
指
摘
し
た
と

お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
は
現
在
、
正

式
に
は
三
ヵ
所
の
国
境
ゲ
ー
ト
（
ム
セ

〔
一
〇
五
マ
イ
ル
〕、
ル
ウ
ェ
ジ
ェ
ー
、

チ
ン
シ
ュ
エ
ホ
ー
）
し
か
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
じ

つ
は
中
緬
国
境
の
国
境
ゲ
ー
ト
の
多
く

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
で
は
少
数
民
族
勢

力
が
実
効
支
配
す
る
「
特
区
」
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

の
正
式
な
国
境
ゲ
ー
ト
と
認
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
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中国雲南省普 市に設置された孟連国境ゲート。写真
の手前側はUWSAが実効支配するワ州の州都・邦康。
（2009年7月29日、筆者撮影）

　

表
２
の
う
ち
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
直

轄
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
国
境
ゲ
ー

ト
は
、
瑞
麗
と
畹
町
の
み
で
あ
る
。
こ

れ
ら
二
ヵ
所
の
国
境
ゲ
ー
ト
を
通
過
し

た
貨
物
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
で
は
い
ず

れ
も
国
境
の
町
ム
セ
や
チ
ュ
ー
コ
ッ
ク

か
ら
十
数
キ
ロ
離
れ
た
ム
セ
〔
一
〇
五

マ
イ
ル
〕
の
国
境
貿
易
拠
点
で
検
査
を

受
け
、
輸
出
入
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て

い
る
。
一
方
、
ル
ウ
ェ
ジ
ェ
ー
（
中
国

側
は
章
鳳
）
は
カ
チ
ン
独
立
軍
（
Ｋ
Ｉ

Ａ
）、
チ
ン
シ
ュ
エ
ホ
ー
（
中
国
側
は

清
水
河
）
は
コ
ー
カ
ン
軍
（
Ｍ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ａ
）
の
支
配
地
域
に
設
置
さ
れ
た
国
境

ゲ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、
実
態
と
し
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
影
響
力
が
強
く
働

く
た
め
、
正
式
な
国
境
ゲ
ー
ト
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、こ
れ
ら
三
ヵ
所（
中

国
側
で
は
四
ヵ
所
）
の
国
境
ゲ
ー
ト
を

通
過
し
た
財
の
み
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
の
統
計
に
捕
捉
さ
れ
る
国
境
貿
易
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
国
境
ゲ
ー
ト

を
通
過
し
て
輸
出
入
さ
れ
た
財
に
つ
い

て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
統
計
に
は

出
て
こ
な
い
。

●
停
戦
合
意
と
「
特
区
」

　

で
は
、
な
ぜ
中
緬
国
境
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
側
に
は
、
少
数
民
族
武
装
勢
力
が

実
効
支
配
す
る
特
区
が
設
置
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
に
は
現
軍

政
が
登
場
し
た
一
九
八
八
年
ま
で
遡
っ

て
歴
史
を
ひ
も
と
く
必
要
が
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
人
口
の
七
割
を
占
め

る
ビ
ル
マ
族
を
含
め
て
、
一
三
五
と
も

い
わ
れ
る
多
く
の
民
族
が
住
ん
で
い

る
。
一
九
四
八
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
独

立
以
来
、
こ
れ
ら
の
少
数
民
族
の
い
く

つ
か
は
分
離
独
立
、
あ
る
い
は
よ
り
大

き
な
自
治
を
求
め
て
、
武
装
闘
争
を

戦
っ
て
き
た
。
一
方
、
ビ
ル
マ
共
産
党

は
共
産
主
義
革
命
と
い
う
国
家
体
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
目
指
し
て
、
時
に
少

数
民
族
武
装
勢
力
と
共
闘
し
な
が
ら

も
、
独
自
の
戦
い
を
続
け
て
き
た
。

　

一
九
八
八
年
九
月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

軍
は
全
国
規
模
で
盛
り
上
が
っ
た
民
主

化
運
動
を
武
力
で
制
圧
し
、
権
力
を
掌

握
し
た
。
こ
の
時
、
学
生
を
中
心
と
し

て
一
万
人
と
も
い
わ
れ
る
民
主
化
活
動

家
が
タ
イ
国
境
へ
と
逃
れ
、
カ
レ
ン
、

モ
ン
、
カ
レ
ン
ニ
ー
、
パ
オ
な
ど
の
少

数
民
族
武
装
勢
力
と
の
共
闘
を
模
索
し

た
。
し
か
し
、
当
時
こ
れ
ら
の
反
乱
軍

に
は
充
分
な
武
器
が
な
か
っ
た
。一
方
、

中
緬
国
境
に
拠
点
を
置
く
ビ
ル
マ
共
産

党
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
続
い

た
中
国
共
産
党
の
武
器
援
助
の
お
陰

で
、依
然
と
し
て
強
勢
を
保
っ
て
い
た
。

　

も
し
仮
に
、ビ
ル
マ
族
民
主
化
勢
力
、

少
数
民
族
武
装
勢
力
、
ビ
ル
マ
共
産
党

の
大
同
団
結
が
な
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
軍
に
と
っ
て
本
当
の
（
す
な
わ
ち
、

権
力
を
失
い
か
ね
な
い
）
脅
威
と
な
る

可
能
性
が
生
じ
た
。
こ
こ
に
国
軍
は
い

か
な
る
コ
ス
ト
を
払
っ
て
で
も
、
反
政

府
武
装
勢
力
（
特
に
ビ
ル
マ
共
産
党
）

を
中
立
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
好

機
は
す
ぐ
に
訪
れ
た
。
一
九
八
九
年
四

月
、
ビ
ル
マ
共
産
党
が
謀
反
に
よ
り
内

部
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。同
月
一
七
日
、

当
時
ビ
ル
マ
共
産
党
傘
下
に
あ
っ
た
統

一
ワ
州
連
合
軍
は
州
都
・
邦
桑
（
パ
ン

サ
ン
、
現
在
は
邦
康
に
名
称
変
更
）
に

あ
っ
た
党
本
部
を
急
襲
し
た
。
党
幹
部

は
中
国
の
介
入
を
期
待
し
た
が
、
前
年

に
登
場
し
た
ば
か
り
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍

政
と
関
係
を
強
め
て
い
た
中
国
が
事
件

に
介
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
ビ
ル
マ
共
産
党
は
消
滅
し
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
で
分
裂
し
た
四
つ
の

武
装
勢
力
が
登
場
し
た
。
す
な
わ
ち
、

統
一
ワ
州
連
合
軍（
Ｕ
Ｗ
Ｓ
Ａ
、ワ
族
）、

ミ
ャ
ン
マ
ー
民
族
民
主
同
盟
軍
（
Ｍ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ａ
、
コ
ー
カ
ン
族
）、
東
シ
ャ
ン

州
軍
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
、
シ
ャ
ン
族
）、
カ

チ
ン
新
民
主
軍
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
―
Ｋ
、
カ
チ

ン
族
）
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
対
応
は
素
早

か
っ
た
。
キ
ン
ニ
ュ
ン
第
一
書
記
（
当

時
）
は
す
ぐ
に
中
緬
国
境
に
入
り
、
新

た
に
登
場
し
た
四
つ
の
少
数
民
族
勢
力

と
の
停
戦
合
意
に
成
功
し
た
。
こ
れ
を

鏑
矢
と
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
は
次
々

と
少
数
民
族
反
乱
勢
力
と
停
戦
合
意
を

結
ん
だ
。
武
力
で
中
央
の
国
家
権
力
を

掌
握
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
は
、
皮
肉

な
こ
と
な
が
ら
、
自
ら
の
権
力
を
維
持

す
る
た
め
に
、
辺
境
で
は
「
和
平
」
を

選
ぶ
と
い
う
選
択
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
一
九
九
七
年
ま
で
に
一
七
の

少
数
民
族
武
装
勢
力
と
停
戦
合
意
が
締

結
さ
れ
、
独
立
以
来
は
じ
め
て
国
内
に

大
き
な
戦
闘
の
な
い
平
和
が
実
現
し

た
。
停
戦
合
意
グ
ル
ー
プ
に
は
大
き
な

自
治
が
認
め
ら
れ
る
特
区
が
与
え
ら
れ

た
。
こ
う
し
て
、
中
緬
国
境
地
域
の
大

方
が
少
数
民
族
勢
力
に
よ
っ
て
実
効
支

配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
地
図
）。

　

特
区
で
は
少
数
民
族
勢
力
が
国
境
貿
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ミャンマーと中国の国境貿易 ―「特区」と新ビルマ・ロード―

（出所） Transnational Institute, “Neither War Nor Peace: the Future of the Cease-fire 
Agreements in Burma,” July, 2009より抜粋。新ビルマ・ロードの矢印は筆者が追加。

地図：少数民族勢力支配地域と新ビルマ・ロード
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易
に
独
自
に
関
税
や
通
行
料
を
課
し

た
。
こ
の
た
め
特
区
を
通
過
す
る
物
流

は
、
特
区
を
越
え
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
中

国
の
大
消
費
地
へ
と
結
び
つ
く
こ
と
が

で
き
ず
、
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
直
轄
地
に

あ
っ
た
瑞
麗
＝
ム
セ
の
国
境
ゲ
ー
ト

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
中
国
の
大
消
費
地

を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
、
大
き
く
成
長

し
た
。
そ
れ
が
新
ビ
ル
マ
・
ロ
ー
ド
で

あ
る
。

●
新
ビ
ル
マ
・
ロ
ー
ド

　

二
〇
〇
六
年
に
お
い
て
、
中
緬
国
境

貿
易
の
お
よ
そ
半
分
が
瑞
麗
＝
ム
セ
の

国
境
ゲ
ー
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
（
表

２
）。
こ
の
国
境
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
た

ト
ラ
ッ
ク
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
第
二
の
都

市
で
上
ビ
ル
マ
の
商
工
業
の
中
心
地
で

あ
る
マ
ン
ダ
レ
ー
ま
で
約
四
六
〇
キ
ロ

の
道
を
走
る
。
こ
の
道
路
は
一
九
三
八

年
に
開
通
し
た
い
わ
ゆ
る
援
蒋
ル
ー
ト

の
ひ
と
つ
、
ビ
ル
マ
・
ロ
ー
ド
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
間
企

業
ア
ジ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
（
Ａ
Ｗ
）
お
よ

び
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
パ
レ
ス（
Ｄ
Ｐ
）が
、

Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
で
拡
幅
舗
装
す
る
こ
と

で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
が
可
能
と

な
っ
た
。
こ
の
道
路
の
完
成
ま
で
は
、

マ
ン
ダ
レ
ー
＝
ム
セ
間
は
難
所
が
多

く
、
車
両
が
崖
か
ら
転
落
す
る
な
ど
危

険
な
山
道
で
あ
っ
た
。
同
区
間
を
走
破

す
る
の
に
、
数
日
か
ら
雨
期
だ
と
一
週

間
も
か
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

現
在
は
一
二
〜
一
六
時
間
で
走
破
可
能

で
あ
る
。
道
路
整
備
を
請
け
負
っ
た
Ａ

Ｗ
は
、
か
つ
て
の
麻
薬
王
ロ
ー
シ
ン
ハ

ン
の
息
子
が
経
営
す
る
会
社
で
あ
る
。

Ｄ
Ｐ
は
国
軍
情
報
局
関
連
の
会
社
と
い

わ
れ
る
。
民
間
企
業
が
こ
の
戦
略
道
路

を
単
独
支
配
す
る
の
を
避
け
る
た
め

に
、
一
区
間
を
情
報
局
関
連
の
会
社
に

所
有
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
旧
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
と
第
二
の
都

市
マ
ン
ダ
レ
ー
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
、

同
じ
く
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
で
整
備
さ
れ
た
の

は
二
〇
〇
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ

た
。
軍
政
が
い
か
に
こ
の
道
路
―
す
な

わ
ち
対
中
国
国
境
貿
易
―
を
、
重
要
視

し
て
い
た
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　

雲
南
省
に
お
い
て
も
道
路
整
備
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
昆
明
＝
瑞
麗

／
ム
セ
＝
ラ
シ
オ
（
ム
セ
と
マ
ン
ダ

レ
ー
の
中
間
地
点
に
位
置
す
る
商
業
都

市
）
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
は
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
が
主
導
す
る
大

メ
コ
ン
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
経
済
協
力
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
含
ま
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
雲
南
省
は
一
九
九
五
年

に
Ａ
Ｄ
Ｂ
か
ら
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル

の
資
金
協
力
を
得
て
、
楚
雄
＝
大
理
間

の
高
速
道
路
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、

自
国
の
資
金
を
投
入
し
、
昆
明
＝
瑞
麗

間
七
五
八
キ
ロ
の
う
ち
約
一
〇
〇
キ
ロ

を
残
し
て
、
高
速
道
路
が
ほ
ぼ
完
成
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
両
国
で
の
道
路
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
、
国
境
貿
易
を
促
進

し
た
第
一
の
要
因
で
あ
る
。

　

道
路
建
設
に
加
え
て
、
ト
ラ
ッ
ク
貨

物
の
積
み
替
え
や
輸
出
入
手
続
き
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
、
国
境
貿
易
拠
点
の

建
設
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
瑞
麗

は
一
九
七
八
年
以
降
、
国
家
第
一
級
の

国
境
ゲ
ー
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
八
八
年
に
は
こ
こ
に
姐
告
開
発
区

が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
は

中
国
で
最
初
の
「
境
内
関
外
」
が
適
用

さ
れ
る
国
境
貿
易
区
に
指
定
さ
れ
た
。

姐
告
国
境
貿
易
区
は
保
税
地
区
と
な

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
は
こ
の

地
域
ま
で
無
税
で
進
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
国
の
ト
ラ
ッ
ク
は
姐
告
大
橋

の
手
前
に
設
置
さ
れ
た
、
通
関
と
検
疫

を
行
う
瑞
麗
合
同
検
問
所
（
瑞
麗
口
岸

聯
検
中
心
）
を
通
過
す
る
と
輸
出
扱
い

と
な
る
。
こ
の
他
、
姐
告
国
境
貿
易
区
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で
は
付
加
価
値
税
（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
の
免
除

や
、
外
資
系
企
業
で
も
人
民
元
で
の
投

資
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
特
恵
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。こ
こ
に
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
外
資

企
業
約
一
〇
社
、
中
国
企
業
一
〇
〇
〇

社
以
上
が
進
出
し
て
い
る
。
姐
告
国
境

貿
易
区
に
は
ト
ラ
ッ
ク
貨
物
積
替
場

（
大
貨
場
）
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
中

国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
が
集
ま

り
、
荷
物
の
積
替
を
行
っ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
ム
セ
に
お
い
て

も
、姐
告
国
境
貿
易
区
を
手
本
と
し
て
、

二
〇
〇
六
年
に
国
境
線
か
ら
ム
セ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の
約
三
〇
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
同
国
初
の
国

境
貿
易
区
に
指
定
さ
れ
た
。
中
国
の
ト

ラ
ッ
ク
は
国
境
線
か
ら
約
一
五
キ
ロ
離

れ
た
ム
セ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
ま
で

進
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
ま
で
は

保
税
扱
い
と
な
る
。
し
か
し
、
瑞
麗
の

貿
易
業
者
に
よ
れ
ば
、
保
険
や
交
通
安

全
上
の
問
題
か
ら
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
ま
で
進
入
す
る
中
国
の
ト
ラ
ッ

ク
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ト
ラ
ッ
ク
が
姐
告
ま
で
来
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
ま
た
、
ム
セ
に
国
境
貿
易
区

が
設
置
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
そ
の

便
宜
は
大
き
く
な
く
、
通
常
の
貿
易
手

続
き
が
適
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
中
国
の
貿
易
業
者
の
な
か
に
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
国
境
貿
易
政
策
が

安
定
せ
ず
、
制
度
の
運
用
が
恣
意
的
で

あ
る
と
の
不
満
を
漏
ら
す
人
も
多
い
。

　

瑞
麗
で
は
国
境
貿
易
の
他
、
国
境
観

光
も
盛
ん
で
あ
る
。
姐
告
を
含
む
瑞
麗

に
は
四
つ
星
ホ
テ
ル
が
い
く
つ
も
建
設

さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
の
観
光
や
、
公
式
に
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
が
ム
セ
側
に
あ
る
カ
ジ
ノ
を
目
当

て
に
越
境
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
側

か
ら
中
国
へ
の
入
国
も
多
い
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
徳
宏
タ
イ
族
・
ジ
ン
ポ
ー
族

自
治
州
へ
日
帰
り
の
ボ
ー
ダ
ー
・
パ
ス

で
入
境
し
た
人
数
は
、
二
〇
〇
六
年
に

八
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
多
く

は
瑞
麗
経
由
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
ノ
の

動
き
が
増
加
す
る
中
で
、
人
の
往
来
も

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
う
し
て
、

一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
辺
境
の
小
さ
な

街
で
あ
っ
た
瑞
麗
は
、
中
緬
国
境
貿
易

を
梃
子
に
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
る

都
市
へ
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

新
ビ
ル
マ
・
ロ
ー
ド
が
中
緬
国
境
貿

易
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
支
配
地
域
に
在
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
お
よ
び

瑞
麗
や
畹
田
に
つ
な
が
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

側
の
国
境
の
町
ム
セ
、
ナ
ム
カ
ン
か
ら

チ
ュ
ー
コ
ッ
ク
へ
至
る
地
域
は
、
一
九

八
七
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
が
死
闘
の

末
に
当
時
の
ビ
ル
マ
共
産
党
か
ら
奪
還

し
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
九

八
九
年
に
ビ
ル
マ
共
産
党
が
割
れ
、
新

た
に
登
場
し
た
少
数
民
族
勢
力
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
軍
が
停
戦
合
意
を
結
ん
だ
際

に
も
、
ビ
ル
マ
政
府
の
直
轄
地
と
し
て

残
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
国

境
と
ラ
シ
オ
を
経
由
し
て
マ
ン
ダ
レ
ー

を
結
ぶ
ビ
ル
マ
・
ロ
ー
ド
が
拡
幅
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
中
緬

国
境
貿
易
の
隆
盛
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

一
方
、
少
数
民
族
勢
力
が
支
配
す
る

特
区
に
設
置
さ
れ
た
国
境
ゲ
ー
ト
は
、

大
き
く
成
長
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
こ
れ
ら
の
国
境
ゲ
ー
ト
を
通
じ

た
中
国
と
の
貿
易
ル
ー
ト
が
、
特
区
を

越
え
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
大
消
費
地
と
結

び
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、
Ｕ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
実
効
支

配
す
る
シ
ャ
ン
州
第
二
特
区
の
州
都
で

あ
り
国
境
ゲ
ー
ト
で
も
あ
る
邦
康
（
パ

ン
カ
ン
）
か
ら
マ
ン
ダ
レ
ー
ま
で
は
、

サ
ル
ウ
ィ
ン
河
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
の
、
二
〇
〇
キ
ロ
少
々
と
い

う
近
さ
に
あ
る
。中
国
側
は
国
境
の
町
・

孟
連
に
、
既
に
国
家
第
一
級
の
国
境

ゲ
ー
ト
と
し
て
も
機
能
で
き
る
立
派
な

建
物
と
設
備
を
設
置
し
、
本
格
的
な
国

境
貿
易
の
開
始
に
備
え
て
い
る
（
写

真
）。
し
か
し
、こ
こ
か
ら
マ
ン
ダ
レ
ー

の
間
に
は
一
一
ヵ
所
も
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
通
過
す
る
村
落

に
お
い
て
も
通
行
料
が
取
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
特
区
の
存
在
が
国
境
貿
易
の

発
展
を
阻
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
国
境
地
域
の
平
和
と
治

安
に
も
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
軍
政
は
二
〇
〇
八
年
に
制
定
さ
れ

た
新
憲
法
に
基
づ
い
て
、
二
〇
一
〇
年

に
総
選
挙
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
選
挙
を
経
て
樹
立
さ
れ
る
新
政
権
の

下
で
、
特
区
は
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
自

治
区
、
あ
る
い
は
州
・
管
区
の
一
部
へ

と
再
編
・
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
停
戦
合
意
グ
ル
ー
プ

が
保
持
す
る
武
力
は
、
国
境
警
備
隊
と

し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
指
揮
下
に
入

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

多
く
の
少
数
民
族
武
装
勢
力
は
こ
れ
を

拒
否
し
て
お
り
、
中
緬
国
境
で
は
二
〇

〇
九
年
八
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
と

コ
ー
カ
ン
軍
の
武
力
衝
突
も
起
き
て
い

る
。
国
境
地
域
の
平
和
が
乱
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
中
緬
国
境
貿
易
の
将
来
に

暗
雲
が
垂
れ
込
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
今
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
に
と
っ

て
物
流
の
大
動
脈
へ
と
成
長
し
た
中
緬

国
境
貿
易
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。
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